




 

 

GHG排出量（Scope1,2,3） 算定報告書（2024年度） 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス 

１． 対象期間 
2024年 4月 1日～2025年 3月 31日 
 

２． 対象範囲 
◼ Scope1,2 

株式会社博報堂 DYホールディングス及び国内外の連結子会社 
◼ Scope３ 

株式会社博報堂 DYホールディングス及び国内外の連結子会社 
 
３． 算定結果 

◼ Scope1,2排出量 
Scope名 排出量（t- CO2） 

Scope1（直接排出） 1,299 
Scope2（間接排出）  
ロケーション基準 22,957 
マーケット基準* 20,380 

Scope1,2合計（ロケーション基準） 24,256 
Scope1,2合計（マーケット基準） 21,679 

*非化石証書の購入による再エネ導入量：5,815MWh（2,460t-CO2） 
Jクレジットによる再エネ導入量：3,001GJ（160t-CO2） 
 
※Scope1,2排出量については、上表のうち、株式会社博報堂DYホールディングス及び国
内連結子会社を対象とした値（★印を参照）について第三者保証を受けています。 
・ Scope1 551t- CO2★ 
・ Scope2（ロケーション基準）12,274t- CO2★ 
・ Scope2（マーケット基準）9,697t- CO2★ 
  



 

 

◼ Scope3カテゴリ別排出量 
カテゴリ名 排出量（t- CO2eq） 

カテゴリ 1（購入した製品・サービス） 822,683 
カテゴリ 2（資本財） 37,446 
カテゴリ 3（Scope1,2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動） 5,120 
カテゴリ 4（輸送、配送（上流）） 10,664 
カテゴリ 5（事業から出る廃棄物） 307 
カテゴリ 6（出張） 14,275 
カテゴリ 7（雇用者の通勤） 6,161 
カテゴリ 13（リース資産（下流）） 1,551 
カテゴリ 15（投資） 15,375 
Scope3合計 913,581★ 
※ Scope3については、★を付した値について第三者保証を受けています。 
※ Scope3 の一部のデータについては、財務会計情報を基に排出量の拡大推計を行っています。 
※ Scope3 カテゴリ 8,9,10,11,12,14 については、当社グループとしての活動がないため対象外
としています。 
 

４． 算定方法 

◼ 温室効果ガス排出量の定量化は、活動量データの測定、及び排出係数の決定に関する
不確実性並びに地球温暖化係数の決定に関する科学的不確実性にさらされています。 

◼ Scope1,2 
GHGプロトコル「A Corporate Accounting and Reporting Standard REVISED EDITION, 
2004」および「Scope2 Guidance（2015）」を参考に算定をしています。 
• 国内の電力には、環境省「電気事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排出量

算定用)－R5年度実績－」を用いて算定をしています。日本以外の電力には、「IGES 
List of Grid Emission Factors ver11.6」または「IEA Emission Factors」にて公表さ
れている排出係数を用いています。 

• 電力以外の燃料の使用に伴う排出量算定には、環境省「算定・報告・公表制度にお
ける算定方法・排出係数一覧」、「熱供給事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガ
ス排出量算定用)－R５年度供給実績－」、日本 LPガス協会「プロパン、ブタン、LP
ガスの CO2 排出原単位に係るガイドライン」にて公表されている排出係数を用い
ています。 

  



 

 

◼ Scope3 
GHGプロトコル「A Corporate Accounting and Reporting Standard REVISED EDITION, 
2004」および「Corporate Value Chain (Scope3) Accounting and Reporting Standard
（2011）」を参考に算定をしています。 
• カテゴリ 1 

2024年度に購入した製品及びサービスの金額に対し、独立行政法人国立環境研究
所「グローバルサプライチェーンを考慮した環境負荷原単位」または環境省「サ
プライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位デ
ータベース（Ver.3.5） 」（以下、「排出原単位データベース（Ver.3.5）」 ）より
対象の排出係数を使用して算定をしています。 
 

• カテゴリ 2 
2024 年度の資本財への投資金額に対し、環境省の「排出原単位データベース
(Ver.3.5)」より対象の排出係数を用いて算定をしています。 
 

• カテゴリ 3 
2024 年度の調達エネルギー量に対し、環境省の「排出原単位データベース
(Ver.3.5) 」より対象の排出係数を用いて算定をしています。 
 

• カテゴリ 4 
2024年度の輸送運搬費に対し、独立行政法人国立環境研究所「グローバルサプライ
チェーンを考慮した環境負荷原単位」より対象の排出係数を用いて算定をしていま
す。 
 

• カテゴリ 5 
2024 年度の各廃棄物種類の重量に対し、環境省の「排出原単位データベース
(Ver.3.5)」より対象の排出係数を用いて算定をしています。 
 

• カテゴリ 6 
2024年度の旅費交通費に対し、環境省の「排出原単位データベース(Ver.3.5)」より
対象の排出係数を用いて算定をしています。 
 

• カテゴリ 7 
2024年度の通勤交通費に対し、環境省の「排出原単位データベース(Ver.3.5)」より
対象の排出係数を用いて算定をしています。 
  



 

 

• カテゴリ 13 
2024年度に当社が賃貸しているオフィスビルの延床面積に対し、環境省の「排出原
単位データベース(Ver.3.5)」より対象の排出係数を用いて算定をしています。 
 

• カテゴリ 15 
2024年度に当社が出資している企業のうち、有価証券報告書(2025年 3月期)に記
載のある特定投資株式を対象にしています。投資先企業の Scope1,2排出量に対
し、当社の出資比率を用いて算定をしています。 

以上 


